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地に経つ建築
〜石巻市荻浜における震災復興提案〜
ARCHITECTURE TIME ON RECOVERY LAYER
- RECOVERY PLAN FOR OGINO-HAMA, ISHINOMAKI CITY -
渡辺 苗子
　Naeko WATANABE
主査　渡邉眞理　　　副査　下吹越武人・高村雅彦　
法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻修士課程
 I design recovery plan for low-lying area in the ﬁshing village 'Ogino-Hama', Ishinomaki City, 
Miyagi Pref. The Tohoku quake and Tsunami did Ogino-Hama great damage. Now the public project 
about moving to 'higher elevation' is running. Living in lower-lying area, that is under 20m above 
sea level, is forbidden by pubulic rule in Ogino-Hama. So, original landscape in low-lying area was 
lively with residents and fhisherman. But, such a lively landscape would be just a big empty lot and 
be reconstructed as 'disaster prevention park' that is lack of individuality and homogeneous in the 
future. I show the possibility that vernacular recovery is based on the former context and landscape 
in ﬁshing village by designning recovery plan for low-lying area in Ogino-Hama. 
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１．設計概要
２．段階的な復興：生活再建と復興スピードの相違と両立
phase1：住宅の記憶̶版築による生活再建フィールド
phase2：堤防道路̶避難路の確保
まず、生活再建を行う方法として、壁高がTP=＋4500の版築による建築を築く。これは後に、がれき受入により
TP=+4000(既存防潮堤高さ)まで埋め戻されても埋まらない高さである。この壁がかつての住宅跡を2辺以上継承
することにより、集落が埋め戻された後でもかつての風景を受け継ぐランドスケープとなる。
被災地では生活再建のスピードと、がれき埋め立てや土地のかさ上げなど土木的な復興スピード、２つの復興ス
ピードが存在する。被災範囲が大きい今回の震災では、復興が長期化し、若者が流出する事態が起こっている。
復興計画を慎重に進める必要のある一方、生活再建に応えながら変化する、段階的な復興が求められる。
荻浜で計画されているTP=+6mの防潮堤は、海
への眺望を大切にする漁師にとって大きな問
題となっている。高台移転する集落にさえ防
潮堤を整備する必要性について、国は道路イ
ンフラを守るためと説明する。そこで、L1防
潮堤の代わりに堤防道路を建設する。できた
窪地を造成切り土やがれき受入などで埋戻す
ことで、海との繋がりを保つことができる。
　東日本大震災で被災した宮城県石巻市荻浜における低平地の復興計画の提案である。
　現在被災地では高台移転の計画が進められ、荻浜のある牡鹿半島でも、20m未満の低地部分は居住が禁止され
ている。そのため、本来生活の溢れていた被災地沿岸の低平地は広大な空き地となり、個性のない均質な防災公
園として整備される恐れが十分あり得る。こうした被災低平地における土地に根ざした復興の可能性について、
荻浜での計画を通して提案する。
現状の計画
今回の提案
海への眺望を遮断
L1 防潮堤
海への眺望
既存
がれきや高台移転造成の切り土などを徐々に埋めもどす
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３．設計
４．結論
　本計画では、石巻市荻浜における低平地の震災復興提案を行った。生活再建のスピードと土木的ながれき埋め
立てや土地のかさ上げなどの復興スピードの相違をいかに共存・両立させるかが計画のポイントであった。
そこで、第一にかつての住宅跡を引き継いだ版築による建築を、早急な復興が求められる生活再建のフィールド
として築くこととした。その後、道路のかさ上げや、がれきの段階的な受け入れによる埋め戻しにより、低平地
全体のGLに変化は生まれるが、それをむしろ空間の時間的な変化や多様性を生み出す契機として積極的にラン
ドスケープに活用し、他方で版築を基礎とした自由な木造の増改築により、かつての集落の記憶を引き継ぎなが
ら、生活再建と土木的な復興の共生を実現した。
建築計画は版築による基壇と壁、木造によう
増改築で行う。埋め戻されることで動線や空
間の奥行きに変化が生まれる。
phase3：がれき受入によるランドスケープ／木造による増改築
がれきの段階的な受入により、版築された建築の外部・時には内部が
埋め戻されていく。集落の活動は、版築を基礎とした木造の増改築で
柔軟に対応していく。既存堤防と6mの堤防道路間を、現在のGLから
TP(標高)=+4000〜6000まで埋め戻すことで、荻浜においてで約45000
トンのがれきを受け入れることができる。
参道を軸とし、生産→加工→販売の第六次産業を配置する。
水産高校の実習型分校と博物館を中心とした集落を提案する。
直売所（埋め戻し前）
直売所（埋め戻し後）
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